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要 旨
本研究では，学生による授業評価に影響を及ぼす要因として，自己評価，成績に加え，授業の満足度，教師
の人柄の良さ，達成動機を取り上げ検討を行った．調査対象は発達心理学の授業を受講した専門学校生 名で
あった．その結果，（ ）学生の授業評価は自己評価と相関を示し，（ ）教師の人柄の良さ，授業の満足度は
授業評価，自己評価による学習内容の理解と相関を示した．（ ）達成動機，特に，自己充実的達成動機が高
い学生の授業評価，自己評価，授業の満足度，教師の人柄の良さの評価が有意に高いことが示された．このこ
とから，学生側の個人要因として，達成動機が授業評価および自己評価に影響を及ぼすことが示唆された．
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【はじめに】
日本では 年代後半以降，学生による授業評価
についての研究がみられるようになった．まずはそ
の妥当性，信頼性の検討という基礎的な研究が多く
行われ，さらに学生の授業評価に影響を及ぼす可能
性のある要因の効果が調べられている．
学生の態度との関係を調べた研究では学習活動へ
の自己評価が高いほど，教授活動への評価が高くな
ることを報告している．松田ら ）の研究では，自己
評価，授業成績，及び性について，授業評価との関
連が示された．すなわち，自己評価が高いほど授業
評価も高く，成績が高い学生の方が授業を高く評価
しており，女性は男性に比べ授業を高く評価してい
た．そして，結果を総合して，高い授業評価が生じ
る道筋として， 学生側の真面目で積極的な学習態
度 と 教師による良い授業 との相互作用から，学
生における高い学習達成感と高い授業評価 ，及び
高い成績 が導かれると松田ら ）は解釈している．
藤田 ）牧野 ）三宅ら ）も自己評価と授業評価の間
に正の相関を得ている．
その他の学生の個人的特性との関係に関しては，
学生のパーソナリティとの関係を調べたものがあ
る．井上 ）は学生の座席選択行動，不安感，統制
の位置，内向性，外向性との関係について検討を行っ
ているが，有意な関係は見い出されていない．一方，
平田 ）は短大生・大学生を対象に，ローカス・オ
ブ・コントロール尺度（ 尺度）を用い，個人特
性と授業評価との関連について検討を行っている．
その結果，授業の満足度評定において内的統制群・
中間群と外的統制群との間に有意差が認められ，物
事の結果を自らの能力や努力に帰属させる内的統制
型及び中間型の受講生が，自分は運などの巡り合わ
せや他者にコントロールされていると捉える外的統
制型の受講生よりも授業に対して肯定的に評価を
行ったと報告している．
教員養成課程を対象とした藤田 ）によれば，教員
免許取得に関する意欲の程度は，授業評価，自己評
価，成績に影響しなかったが，教職につきたいとい
う意欲の程度は，授業評価に影響し，免許だけ欲し
い学生よりも絶対に教員になりたい学生の方が肯定
的に評価した．つまり，教員になりたいという動機
づけの明確な方が，授業に積極的に参加し，授業で
扱う知識・情報以外の試験の得点などには反映しな
いような多くのことを得ているのかもしれないと述
べている．このように学習や教育を考える上で，学
習者の動機づけは中心的な役割を担うと考えられ
る．本研究では，動機づけの中でも，特に 達成動
機 に焦点をあてる．
速水 ）は，達成動機づけを，内発的動機づけと外
発的動機づけの間にある概念として捉え，同一化動
機づけ，統合的動機づけといった未来志向的部分を
その中核として位置づけている．堀野ら ）は，
（ ）から研究が始まったと言われる達
成動機を多角的に捉え，文化社会機構における価値
観の反映に偏らず，個人の成長動機をより捉える方
向で研究を進め，達成動機概念を 競争的 と 自
己充実的 の二側面から捉え直した． 競争的達成
動機は他者をしのぎ，他者に勝つことで社会から評
価されることを目指す達成動機 であり， 自己充
実的達成動機は他者・社会の評価にはとらわれず，
自分なりの達成基準への到達を目指す達成動機 で
ある．
個々人において重要な価値をもつものへの達成を
目指す達成動機を持つ学生は，自己の目標との関係
で学習の過程を重視し，課題への関与や価値が高
まった結果として，授業及び自己の取り組みをポジ
ティブに評価するのかもしれない．特に，競争的達
成動機よりも，自分なりの基準での達成をめざす傾
向を指す自己充実的達成動機においてこの傾向が顕
著に見られることが考えられる．これらのことから，
自己充実的達成動機の高い学生は，授業評価，自己
評価が高いことが予想される．
以上のことをふまえ，本研究では，言語聴覚士養
成校の基礎科目を対象授業として扱うことで，受講
生の潜在的な動機づけと授業評価との関係をより直
接的に検討し，授業評価を導入しようとするとき，
授業評価に及ぼす学生側の要因の影響がどのような
ものであるかを明らかにすることを試みる．学生側
の要因として取り上げるのは，動機づけ概念として
達成動機，当該授業に対する態度・意欲・理解等に
ついての自己評価，当該授業の成績である．これら
の要因と当該授業に対する学生の評価との関連を実
際の半年間の授業を通じ検討することを目的とす
る．
一般的に授業評価の項目では，講義内容の良さ ，
教材の使い方 ，板書の仕方 ，教員の態度 ，声
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の大きさ 講義内容とシラバスの一致度 などの
項目が用いられている．しかしながら，各研究者，
あるいは各学校が独自に授業評価項目を作成し，実
施しているため，標準化された授業評価項目のリス
トが存在しないという問題がある．各研究者はそれ
ぞれ妥当性，信頼性の高い授業評価項目を作成して
いるが，研究者間で同一の授業評価項目が使われて
いることは少ないのが現状である．そこで，本研究
では，松田ら ），藤田 ），牧野 ）の研究で授業評価
に用いられた項目にさらに一般的に用いられている
いくつかの項目を加え，授業評価項目リストを作成
し検討を行うこととする．また，松田ら ），三宅ら ）
は，教官の人柄の評価が学習達成感に係わっている
ことを示しており，牧野 ）は，教官の特性評価と授
業の満足度との間に相関を示している．そこで，教
員の人柄の良さといった教員の特性評価，授業に対
する満足度についてもあわせて検討を行うこととす
る．
【方法】
．被調査者
被調査者は 発達心理学 の受講生 名（その
うち 年生は 名， 年生 名），男性 名，女
性 名，平均年齢 歳，年齢範囲は 歳，
標準偏差 であった．
．手続き
授業評価は平成 年 月 日の 発達心理学
の定期試験終了後に行われた．評価は，授業への
アンケートの形式で行い，記名式で行われた．記
名を求める際には，学生の行った授業評価が成績
評価に関係しないことを確認した．なお，授業評
価の際に被調査者は試験結果および成績について
は知らされていなかった．
．対象授業
県内の 年制私立専門学校における平成 年
度前期の専門基礎必修科目の 発達心理学 （ ，
年生対象）を対象とした．授業の形式は主に，
パソコンによるプレゼンテーションを用いた講義
形式で行われた．補助教材として，ビデオ教材が
用いられた．また，国家試験に関係する発達心理
学の模擬問題が各単元ごとに提示され，学生の授
業理解の確認が行われた．出席の確認は毎回行わ
れ，出席状況が評価の対象となることは講義のガ
イダンスの際に学生に通知されていた．授業の担
当教員は専任教員であり，男性（教育歴 年 ヶ
月）であった．
．調査内容
）学生による授業評価 松田ら ），藤田 ），牧
野 ），三宅ら ）を参考に 項目を作成した．主
な項目は， この授業の内容は興味の持てるも
のであった ， この授業は聞き取りやすかっ
た ， 授業の進度は適切であった ， 質問に対
する対応は適切であった などである．これら，
評価項目に対して， 全くそう思わない
非常にそう思う の 段階で評定を求
めた．
）学生による自己評価 松田ら ），牧野 ），三
宅ら ）を参考に 項目を作成した．主な項目は，
授業は集中して聞いていた ， 質問等を積極
的に行った ，授業内容をよく理解できた ，授
業にまじめに出席した などである．これら，
評価項目に対して， 段階で評定を求めた．
）学生の授業に対する満足度 対象授業につい
て学生がどの程度満足していたかを測定するた
め，満足感を測定する項目を用意した．授業に
対して， ．全く満足できない ．非
常に満足できる の 段階で評定を求めた．こ
の項目の得点が高いほど，対象授業に対して満
足していることを示す．
）授業担当教員の人柄についての評価 松田
ら ），牧野 ），三宅ら ）を参考に授業担当教員
の人柄についての評価を測定する 項目を作成
した．主な項目は， この授業の担当教員は友
好的である ， この授業の担当教員は熱意があ
る ， この授業の担当教員には親しみが持て
る ， この授業の担当教員にはユーモアが感じ
られる などである．これら， 項目に対して
段階で評定を求めた．この得点が高いほど，
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授業担当教員の人柄についての評価が高いこと
を示す．
）達成動機 堀野ら ）の達成動機尺度 項目を
用いた． つの下位尺度から構成される． 競
争的達成動機 は，他者に勝つことで社会から
評価されることをめざす達成動機であり， 自
己充実的達成動機 は，他者や社会の評価にと
らわれず，自分なりの達成基準への到達を目指
す達成動機である．各項目について 段階評定
で回答を求めた．
）成績の指標 学生の成績は，定期試験の結果
を用いた． 発達心理学 の授業が前期開講科
目であるため，定期試験は前期終了後の 月に
行われた．試験は記述された内容の正誤を問う
問題を中心とした筆記試験であり， 問 点，
合計 問で 点満点であった．
【結果と考察】
．授業評価，自己評価について
）尺度の検討
（ ）学生による授業評価 学生による授業評価
に関する 項目の評定値に対して因子分析
（固有値 を基準とする因子分析，主成分法，
プロマックス回転）を行った（表 ）．因子
を抽出する際には， 因子以上に負荷が高く，
負荷量の差が 以下のものを除いた．その
結果，全部で つの因子が抽出された．各因
子の命名とそれに寄与する項目，因子負荷量
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表 学生による授業評価の 因子に含まれる項目と因子負荷量
因子 項目 因子負荷量
内容評価 （ ） ・この授業は自分にとって刺激となった．
・この授業から触発されることがたくさんあった．
・この授業の内容は興味・関心のもてるものであった．
・この授業の内容は役立つものであった．
・授業内容は，自分の身のまわりの出来事にあてはめて考えることができた．
わかりやすさ（ ） ・専門知識や用語の説明はわかりやすかった．
・この授業は，十分な準備がなされていた．
・この授業は聞き取りやすかった．
・この授業は，学習の目的がはっきりしていた．
・この授業の説明は，わかりやすかった．
・話し方，板書は適切であった．
授業進度 （ ） ・授業の進度は適切であった．
・この授業は， 時間（ 時限）に学習する量は適切だった．
・ 回の授業の量は適切であった
授業の構成 （ ） ・予習・復習を助ける勉強方法が明示されていた．
・成績評価の基準が事前にきちんと知らされていた．
・この授業では学生が質問や意見を述べられるよう配慮されていた．
・この授業はおおむね講義概要に沿ってなされていた．
・授業開始・終了の時間は守られていた．
学生への対応（ ） ・教員は学生の意見や質問に十分に答えていた．
・黒板や視聴覚教材（ ，スライド，ビデオなど）を効果的に使っていた．
・質問に対する対応は適切であった．
は表 のとおりである。以降，各因子に含ま
れる項目の評定平均値をもってその因子の評
定値とする．これら つの因子の評定値の平
均と標準偏差は表 に示すとおりである．
なお，得点範囲は 点から 点であり，得点
が高いほど，授業に対する評価が高いことを
示す．
各因子の評定値をみると，学生への対応
や わかりやすさ が特に高く， 授業進度
は特に低い．その理由として，今回の調査対
象授業が板書中心の授業であり，学生にとっ
てはノートテイキングの量が多かったため時
間が足りず，授業の進度が例えば配布レジュ
メ中心の授業と比して速く感じたことが原因
としてあげられる．
（ ）学生による自己評価 学生による授業評価
に関する 項目の評定値に対して，授業評価
項目と同様の集計と分析を行った．その結果，
全部で つの因子が抽出された．各因子の命
名とそれに寄与する項目，因子負荷量は表
のとおりである．これら つの因子の評定値
の平均と標準偏差は表 に示すとおりであ
る．なお，得点範囲は 点から 点であり，
得点が高いほど，自己評価が高いことを示す．
各因子の評定値をみると， 課題及び出席
が特に高く，積極的な学習態度 は特に低い．
自己評価は授業評価に比し全般に低いといえ
る．つまり，学生は，教員がある程度良い授
業をしているが，自分はあまり積極的に学習
しようとしなかったと評価していることがう
かがえる．
）授業評価，自己評価の因子間相関
授業評価の 因子間，自己評価の 因子間の
関連性をみるために相関分析を行った．授業評
価の 因子間の相関をみたところ（表 ）， わ
かりやすさ と， 内容評価 ， 授業進度 ， 授
業の構成 ， 学生への対応 との間に正の相関
が示され，それぞれの因子が授業評価を構成す
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表 学生による自己評価の 因子に含まれる項目と因子負荷量
因子 項目 因子負荷量
意欲的な取り組み
（ ）
・授業中は集中して聞いていた．
・授業中は熱心に取り組んだ．
・授業中は集中していた．
・授業に意欲的に取り組んだ．
・授業で自分が何を学ぼうとしているかを意識して授業に臨んだ．
・授業中，私語をしなかった．
・積極的にノートをとった．
積極的な学習態度
（ ）
・授業に関連のある本や資料を調べた．
・普段から，授業内容の復習をしっかり行っていた．
・質問等を積極的に行った．
・わからないことは，わかるまでよく調べたり，尋ねたりした．
内容理解 （ ） ・授業内容とこれまでの体験を結びつけて理解した．
・授業内容をよく理解できた．
・要点をメモした．
課題及び出席（ ） ・授業を欠席しなかった．
・出された課題はきちんと提出していた
・授業には，まじめに出席した．
る重要な要素であることが確認された．
続いて，自己評価の 因子間の相関をみたと
ころ（表 ）， 積極的な学習態度 と 意欲的
な取り組み との間に正の相関が示された．ま
た， 学習内容の理解 と 積極的な学習態度 ，
意欲的な取り組み との間に，正の相関が示
された．意欲的な取り組み と 課題及び出席
の間には弱い相関が示された．つまり，学習意
欲が高い学生ほど，講義内での学習態度も積極
的であり，内容についても理解できていると自
己評定していることが示された．
）授業評価と自己評価の関連
学生による授業評価と自己評価の関連をみる
ために，相関分析を行った．その結果，松田
ら ），藤田 ），三宅ら ）とほぼ同様に，授
業評価と自己評価の間に有意な相関が示された
（表 ）．すなわち，自己評価の 意欲的な取
り組み は授業評価の わかりやすさ ， 授業
の構成 と，学習内容の理解 は，内容評価 ，
わかりやすさ ，授業進度 ，学生への対応
と， 課題及び出席 は授業評価の 内容評価
と中程度の相関が示され，積極的な学習態度
よりも授業評価と密接に関係していると考えら
れる．特に 学習内容の理解 と，授業評価の
各因子との間には一貫して相関がみられ，学生
が学習内容を理解できたと感じていることと授
業評価の高さは非常に密接に結びついていると
いえる．
）満足度との関連
学生による授業評価，自己評価と学生自身の
授業に対する満足度との関連を検討するため，
相関分析を行った（表 ）．授業評価に関する
因子と満足度との相関関係をみたところ，授
業評価の各因子と満足度との間に正の相関が示
された．教員の授業技術が高く評価されること
が，学生の授業に対する満足度向上につながる
と考えられる．次に，自己評価に関する 因子
と満足度との相関関係をみたところ， 学習内
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表 学生による授業評価，自己評価，教員の特性評価，授業に対する満足度，成績，達成動機の相関係数
．内容評価
．わかりやすさ
．授業進度
．授業の構成
．学生への対応
．意欲的な取り組み
．積極的な学習態度
．学習内容の理解
．課題及び出席
．教員の特性評価
．満足度
成績
自己充実的達成動機
．競争的達成動機
平均
標準偏差
容の理解 と満足度との間に正の相関が示され
た．学習内容を理解できたと感じている学生は，
授業に対する満足度も高いことがわかる．
学習内容の理解が，授業評価の 内容評価 ，
わかりやすさ ，授業進度 ，学生への対応 ，
教員の特性評価 と中程度の相関を示したこ
とからも，良い授業と学生の授業理解の両方の
結果として，学生の満足感があるといえるだろ
う．
）成績との関連
学生による授業評価，自己評価，学生の授業
に対する満足度，成績との関連を検討するため，
相関分析を行った（表 ）．自己評価に関する
因子，満足度と成績との相関関係をみたとこ
ろ， 意欲的な取り組み ， 学習内容の理解
と成績との間，満足度と成績との間に正の相関
が示された．さらに詳しくみるために，成績の
高群（上位 ％）と低群（下位 ％）にわけて
検定を行った．その結果，自己評価の 学習
内容の理解 において有意差（ ，
）が認められた．つまり，講義中の学習に
対して意欲的に取り組み，学習内容が理解でき
た学生ほど，成績が良いことがわかる．その一
方で，学生による授業評価と成績との間には有
意な相関は認められなかった．これは成績評価
に用いられた定期試験の結果が 点満点で平
均 点台と高く，天井効果により，学生間の成
績の差が小さかったことが一因として考えられ
る．
成績との相関を示した自己評価の 意欲的な
取り組み ， 学習内容の理解 が，授業評価項
目と相関を示していることから，授業評価と成
績との直接的な関係については，今後，試験の
難易度等を見直した上で，再度検討する必要が
あるだろう．
）学生による担当教員の特性評価との関連
教員の人柄についての評価項目は因子分析の
結果，一因子性が確認され，信頼性係数の推定
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表 達成動機と授業評価，自己評価の平均値（標準偏差）と 検定の結果
自己充実的達成動機 競争的達成動機
高群 低群 高群 低群
値 値
授業評価
内容評価 （ ） （ ） （ ） （ ）
わかりやすさ （ ） （ ） （ ） （ ）
授業進度 （ ） （ ） （ ） （ ）
授業の構成 （ ） （ ） （ ） （ ）
学生への対応 （ ） （ ） （ ） （ ）
自己評価
意欲的な取り組み （ ） （ ） （ ） （ ）
積極的な学習態度 （ ） （ ） （ ） （ ）
学習内容の理解 （ ） （ ） （ ） （ ）
課題及び出席 （ ） （ ） （ ） （ ）
教員の人柄 （ ） （ ） （ ） （ ）
授業に対する満足度 （ ） （ ） （ ） （ ）
成績 （ ） （ ） （ ） （ ）
（ ）内は標準偏差
値は であったため， 項目の平均得点を用
いた．
学生による担当教員の特性評価と授業評価，
自己評価，授業に対する満足度，成績の関連を
検討するため，相関分析を行った（表 ）．そ
の結果，満足度との間に正の相関が示された．
また，自己評価の 学習内容の理解 との間に，
および，授業評価のすべての因子との間に正の
相関が認められた．授業評価において学生は教
員の人柄の良さを重視する傾向があるといえ
る．
．達成動機について
）達成動機の平均および標準偏差
堀野ら ）による自己充実的達成動機および
競争的達成動機の尺度構成をもとに信頼性係数
の推定値を算出したところ， 以上とな
り，十分に高い信頼性が確認された．よって，
もとの尺度の構成を採用し，自己充実達成動機
と競争的達成動機の下位尺度ごとに平均得点を
算出し尺度得点とした（表 ）．なお，学年に
よる得点の違いについて 検定を行ったとこ
ろ，有意な差は認められなかった．
）授業評価，自己評価，教員の特性評価，成績，
満足度との関連
授業評価，自己評価と達成動機の関連を検討
するため，相関分析を行ったところ各因子との
間に正の相関が認められた（表 ）．そこで，
学生による評定，成績と達成動機との関連をよ
り詳細に知るために，自己充実的達成動機およ
び競争的達成動機のそれぞれの合計得点を算出
し，それをもとに上位 を高群，下位 を
低群とし，授業評価得点，自己評価得点，教員
の特性評価得点，授業の満足度評価得点，成績
に対して 検定を行った（表 ）．その結果，
自己充実的達成動機の高群は，授業評価の 内
容評価 ， わかりやすさ ， 授業進度 ，自己
評価の 意欲的な取り組み ，学習内容の理解 ，
教員の特性評価，授業に対する満足度について
低群よりも，有意に高く授業評価を行っていた．
一方，競争的達成動機の高群は，授業評価の 内
容評価 ， わかりやすさ ， 学生への対応 ，
自己評価の 意欲的な取り組み ， 学習内容の
理解 ， 課題及び出席 ，教員の特性評価にお
いて，低群よりも，有意に高く評価を行ってい
た．
このことから， ものごとを最後までやり遂
げたい 困難なことにも挑戦し，成功させたい
という達成動機の高い学生の方が高い授業評価
をするという結果が得られた．特に，自己充実
的達成動機すなわち個々人において重要な価値
をもつものへの達成を目指す達成動機を持つ学
生は，自己の目標との関係で学習の過程を重視
し，課題への関与や価値が高まった結果として，
授業及び自己の取り組みをポジティブに評価し
ていることが考えられる．特に，競争的達成動
機よりもむしろ，自己充実的達成動機において
高群と低群の違いが顕著に見られたのは，その
ためと考えられる．授業とは，そもそも知識や
技術の獲得を通して自己の成長を促す営みであ
り，高い個人の成長動機を持つものにとっては，
授業がより価値あるものとして認識されるのは
当然のことといえる．
【結論】
授業改善を目的とした授業評価を行うにあたり，
本研究で取り上げた学生側の要因は，学生の評価の
多様性を示したり，妥当性や信頼性を検討する資料
として用いられるだけでなく，積極的に授業改善に
活かされることが重要である．
本研究では，学生の自己評価の意欲的な取り組み
は，授業評価の わかりやすさ ， 授業の構成 と
中程度の相関を示し，学生の自己評価の 学習内容
の理解 は，授業評価の 内容評価 ， わかりやす
さ ， 授業進度 ，学生への対応と中程度の相関を
示した．このことから，学生の意欲的な取り組みを
引き出すためには，わかりやすい授業，適度な授業
の進度となるよう改善を行い，授業の構成として，
学生が積極的に参加しやすい，質問等をしやすい構
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成を考えることが望ましいと考えられる．また，学
生の学習内容の理解を促すためには， 内容評価 ，
わかりやすさ ， 授業の進度 ， 学生への対応
について改善を行うことが有効であると考えられ
る．また，学生の課題への取り組み，授業への出席
を促すためには， 学習内容 の改善が重要である．
そして，授業評価の各項目について改善を行うと同
時に，学生の 学習内容の理解 を促すことが学生の
授業に対する満足度を高めることにつながると考え
られる．本研究の対象授業の具体的な改善点として
は，授業評価因子の 授業の進度 の評定値が 因子
中最も低かったため，板書の量などを調節し，補助
資料など他の形式を取り入れる必要があるだろう．
一方，学生側の要因として，本研究の結果から，
自分なりの基準を設定して物事を成し遂げようとし
ていることと授業評価が密接に関係していることが
うかがわれる．これは，教職課程を中心としたこれ
までの研究で，教職に積極的につきたいと志望して
いる学生の授業評価が高いことが示されている ）
ことと一致する．
これまで授業評価との関わりで扱われてきた，成
績やパーソナリティなどの変数は学生の受講態度と
比較して，状況要因による影響を受けにくく，変動
しにくい変数ではある．また，青年期の発達課題に
自己投入できにくい学生がいることも事実である．
そうした学生が，自分なりの目標に傾倒するための
自己充実的達成動機をもち，自我同一性が確立する
までには，それ以前の発達課題を満たすために必要
な競争的達成動機，社会的比較，情緒的支持，注目
の親和動機を満たしたり，弱めたりするための感情
交流を，これまで満たされていない仲間関係の中で
十分に再体験することが必要である ）．
ただし，今回の結果はあくまで相関分析によるも
のであるため，今回取り上げた授業の諸側面につい
て実際に授業改善を行い，学生の自己評価，授業評
価にどのような影響を及ぼすかについては今後検討
が必要である．また，本研究では一授業のみを対象
としたため，今回の結果が，他の教育機関の授業に
おいても当てはまるかどうかについて検討を行うこ
とが課題である．
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